
作 品 名 紅い襷～富岡製糸場物語～

制作者等 富岡市

内　　容

本作品は、ドラマとドキュメンタリーで構成されており、世界遺産
「富岡製糸場と絹産業遺産群」について描いた映画作品である。
明治初期、群馬県の富岡製糸場では、フランス人教師の指導の下、西
洋式の労働環境の中で工女たちが働いていた。紅い襷を掛けることが
許されている一等工女になり、一日も早く技術を習得し故郷に戻るこ
とを夢見る工女たちの物語である。
本作品では、国や身分によって不当に差別されないこと、互いを理解
し合う姿を描いている。また、近代日本の発展や働くことの大切さ、
その当時の人々の考え方、生活など様々な知識を得ることができる作
品である。

推奨理由

　本作品は、条例施行規則第二条の優良図書類の推奨基準

一　青少年の社会に対する良識と倫理観を育てるもの
二　青少年が知識を身につき、教養を深めていくことに役立つもの

　に該当し、主として中学生以上に有益と認める。

上映予定
平成２９年１２月２日（土曜日）から
渋谷シネパレスにて公開

問合せ先
　株式会社　パル企画
　電　　話　０３（３８４７）３１４１

東京都推奨映画のご案内


